
O
perating Procedures

、
標
準
運
用
手

順
）が
付
随
し
て
い
る
。

　

こ
の
中
で
は
、
具
体
的
な
手
順
の
他
に
、

近
年
の
米
国
内
外
で
発
生
し
た
大
災
害
か
ら

の
教
訓
が
「
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
」
と
い
う
コ
ラ

ム
で
明
示
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
こ
の
う
ち
次
の
四
件
の
災
害

に
関
す
る
記
述
を
紹
介
す
る
。

〈
省
庁
間
連
携
〉

●
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
、
ア
イ
オ
ワ
、
イ
リ
ノ
イ
、
イ
ン
デ

ィ
ア
ナ
、
ミ
ズ
ー
リ
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
の
各
州

で
、
連
邦
緊
急
事
態
管
理
庁
（
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）

は
、
連
邦
全
土
と
の
全
連
絡
調
整
、
お
よ
び

４
０
０
人
以
上
の
要
員
か
ら
な
る
６
つ
の
Ｅ

Ｓ
Ｆ
＃
15
（
対
外
活
動
）
組
織
へ
の
同
時
人

員
配
置
を
指
揮
し
た
。

〈
放
射
能
事
故
〉

●
こ
の
事
象
は
海
外
で
発
生
し
た
た
め
、
連

邦
政
府
の
連
絡
通
信
に
お
い
て
は
、
安
全
保

障
ス
タ
ッ
フ
と
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
指
示
に
基

づ
き
、
国
務
省
が
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
。

だ
が
当
初
、
い
く
つ
か
の
関
係
省
庁
は
こ
の

プ
ロ
セ
ス
に
充
分
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

加
え
て
、
放
射
能
に
関
す
る
連
邦
の
情
報

発
信
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
報
道
関
係
者

を
納
得
さ
せ
る
に
は
足
る
も
の
だ
っ
た
が
、

・
主
要
機
関
と
そ
の
活
動

・
支
援
機
関
と
そ
の
活
動

①
計
画
立
案

②
公
的
情
報
と
警
報

③
運
用
調
整

④
重
要
な
輸
送

⑤
環
境
対
応
・
安
全
衛
生

⑥
遺
体
管
理
業
務

⑦
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム

⑧
被
災
者
援
助
業
務

⑨
被
災
者
捜
索
救
難
業
務

⑩
現
場
の
保
安
保
護

⑪
業
務
通
信

⑫
官
民
の
業
務
と
資
源

⑬
公
衆
衛
生
と
医
療
業
務

⑭
状
況
評
価

　

各
機
能
の
概
要
は
図
表
１
の
通
り
で
あ

る
。
な
お
中
核
的
能
力
は
、番
号
順
で
な
く
、

原
文
で
の
記
載
順
に
示
し
て
い
る
。

　

＃
15
「
対
外
業
務
」
に
は
、
各
組
織
の
広

報
部
門
向
け
に
詳
細
な
Ｓ
Ｏ
Ｐ
（Standard 

　

前
回
説
明
し
た
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン（
Ｅ
Ｓ
Ｆ
：Em

ergency 
Support Functions

、
非
常
事
態
支
援
機

能
）
に
は
、
＃
１
か
ら
＃
15
ま
で
の
各
機
能

に
つ
い
て
、
実
践
の
た
め
の
詳
細
情
報
が

収
録
さ
れ
た
附
属
書
（A

nnexes

）
が
あ
る
。

本
稿
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

　

各
付
属
書
は
、
機
能
に
よ
っ
て
多
少
の
相

違
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
一
の
次
の
よ
う
な
構

成
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

（
１
）関
係
す
る
組
織
名

当
該
機
能
の
調
整
役

主
要
機
関

支
援
機
関

（
２
）導
入
部

目
的

対
象
範
囲

（
３
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
と
の
関
係

連
邦
政
府

地
方
／
州
／
部
族
／
準
州
／
島
嶼
地
域

の
各
政
府

民
間
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ

個
人
／
家
庭

（
４
）中
核
的
能
力
と
活
動

中
核
的
能
力
に
即
し
た
機
能
の
役
割

・
中
核
的
能
力
と
そ
の
詳
細

機
関
ご
と
の
活
動

州
の
連
絡
担
当
者
の
要
求
を
満
足
さ
せ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
地
元
の
メ
デ

ィ
ア
や
大
衆
に
伝
え
る
た
め
の
十
分
な
情
報

を
受
け
取
っ
て
い
な
い
と
報
告
し
て
い
る
。

（
国
土
安
全
保
障
省
広
報
部
門
事
後
検
討
会

よ
り
）

●
最
初
の
日
、
津
波
と
福
島
第
一
原
発
の
事

態
悪
化
を
受
け
て
、
浪
江
町
の
住
民
数
千
人

が
、
放
射
性
雲
を
避
け
る
た
め
、
北
の
津
島

地
区
へ
避
難
し
た
。

　

東
京
の
政
府
に
よ
る
、
公
式
に
利
用
可
能

な
予
報
な
い
し
放
射
性
雲
の
予
測
は
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
浪
江
町
役
場
の
職
員
は
、

冬
の
風
は
南
か
ら
吹
く
だ
ろ
う
と
言
う
季
節

的
な
見
込
み
に
基
づ
き
、
住
民
に
対
し
津
島

地
区
へ
避
難
す
る
よ
う
勧
告
し
た
。

　

実
際
に
は
こ
の
時
、
風
は
ま
っ
す
ぐ
津
島

地
区
に
向
か
っ
て
吹
い
て
い
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
こ
の
辺
り
は
最
高
濃
度
の
放
射
性
物
質

に
よ
る
汚
染
が
発
生
し
た
地
域
の
ひ
と
つ
と

な
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
を
町
役
場
の
職
員
が

知
っ
た
の
は
そ
れ
か
ら
二
か
月
後
の
こ
と
で

あ
っ
た
。（
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
医
療
セ
ン
タ
ー
大

学
・
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
福
島

以
後
：
放
射
性
物
質
放
出
後
の
結
果
の
管
理
」

最
終
報
告
、
２
０
１
２
年
３
月
、
よ
り
）

●
一
方
、
マ
ス
コ
ミ
や
自
治
体
職
員
や
一
般

大
衆
か
ら
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
と
呼
ば
れ
る

緊
急
時
迅
速
放
射
能
影
響
予
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
批
判
が
挙
が
っ
た
。

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
は
、
当
局
が
放
射
性
物
質
拡

※
中
核
的
能
力
（C

ore C
apabilities

）
は
、
国
家
対
応

枠
組
（
Ｎ
Ｒ
Ｆ
）
の
中
で
以
下
の
14
種
類
に
整
理
さ
れ

て
い
る
。

ESF# ESF名 調整役 主要機関 支援機関 中核的能力 主な機能

1 輸送 運輸省 運輸省

農務省、商務省、国防総省、エネル
ギー省、国土安全保障省、内務省、
司法省、国務省、一般調達局、合衆
国郵便公社

④重要な輸送

●輸送モードの管理と統制
●輸送の安全
●輸送インフラの安定化と復旧
●移動の制限
●被害評価

2 通信

国土安全保障
省国家防護プ
ログラム・サイ
バーセキュリテ
ィおよび通信
部門

国土安全保障
省国家防護プ
ログラム・サイ
バーセキュリテ
ィおよび通信
部門
国土安全保障
省連邦緊急事
態管理庁

農務省、商務省、国防総省、国土安
全保障省、内務省、連邦通信委員会、
一般調達局

⑪業務通信

●情報通信産業との調整
●通信インフラの復旧と修理
●全国のサイバー・IT資源の保護
●復旧・維持
●連邦政府の災害対応体制下で
の通信

3 公共事業・
土木工事

国防総省陸軍
工兵司令部

国防総省陸軍
工兵司令部

農務省、商務省、国防総省、エネル
ギー省、保健福祉省、国土安全保障
省、内務省、労働省、国務省、運輸省、
退役軍人省、環境保護庁、一般調達
局、原子力規制委員会、テネシー川
流域開発公社、全国地域サービス連
邦公社

⑦インフラシステム
④重要な輸送
⑤環境対応・安全衛生
⑫官民の業務と資源
⑥遺体管理業務
⑧被災者援助業務

●インフラの保護と緊急修理
●重要インフラの再構築
●土木業務と建築管理
●救命と生命維持業務の緊急契
約支援

●インフラの保護と緊急修理

4 消防

農務省林野局
国土安全保障
省連邦緊急事
態管理庁消防
本部

農務省林野局

商務省、国防総省、国土安全保障省
合衆国沿岸警備隊、国土安全保障省
連邦緊急事態管理庁消防本部、内務
省、国務省、環境保護庁

⑫官民の業務と資源
④重要な輸送
⑦インフラシステム
⑬公衆衛生と医療業務
⑪業務通信
⑩現場の保安保護
⑨被災者遭難救命業務
⑧被災者援助業務
⑤環境対応・安全衛生

●原野・田舎・市街それぞれの消
火活動の支援

5 情報および
計画策定

国土安全保障
省連邦緊急事
態管理庁

国土安全保障
省連邦緊急事
態管理庁

全省庁
①計画立案
⑭状況評価
②公的情報と警報

●インシデント活動計画
●情報の収集・分析・発信

6

被災者援助、
緊急事態支援、
仮設住宅、
人的業務

国土安全保障
省連邦緊急事
態管理庁

国土安全保障
省連邦緊急事
態管理庁
アメリカ赤十
字社

全国地域サービス連邦公社、農務省、
国防総省、保健福祉省、国土安全保
障省、住宅都市開発省、内務省、司
法省、労働省、運輸省、財務省、退
役軍人省、一般調達局、社会保障局、
合衆国陸軍工兵司令部、合衆国郵便
公社、合衆国小企業局、アメリカ赤
十字社、全国失踪・被搾取児童セン
ター、全国災害対応ボランティア組織、
その他のＮＧＯ

⑧被災者援助業務
⑫官民の業務と資源
⑬公衆衛生と医療業務
④重要な輸送
⑥遺体管理業務

●大衆援助
●緊急支援
●災害住宅
●人的業務

7 物資調達

一般調達局
国土安全保障
省連邦緊急事
態管理庁

一般調達局
国土安全保障
省連邦緊急事
態管理庁

農務省、商務省、国防総省、エネル
ギー省、保健福祉省、内務省、労働省、
運輸省、退役軍人省、国家航空宇宙局、
人事管理局、合衆国陸軍工兵司令部、
合衆国郵便公社、アメリカ赤十字社、
全国災害対応ボランティア組織

⑧被災者援助業務
④重要な輸送
⑦インフラシステム
⑪業務通信
⑫官民の業務と資源

●包括的な国家インシデント物資
調達の計画立案・管理・維持

●資源援助（例・施設空間、事業
所設備と日用品、契約業務）

図表1　エマージェンシー・サポート・ファンクション（ＥＳＦ）の概要一覧

各
付
属
書
の
構
成
要
素

1

＃
15「
対
外
業
務
」

Ｓ
Ｏ
Ｐ
の
コ
ラ
ム

3
各
機
能
の
概
要

2

米
国
中
西
部
洪
水（
２
０
０
８
年
）

福
島
原
発
危
機（
２
０
１
１
年
）
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散
の
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
が
、
災
害
の
初
期
に
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ

Ｄ
Ｉ
が
算
出
し
た
デ
ー
タ
が
地
方
自
治
体
や

一
般
社
会
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
デ
ー
タ
の
信
頼
性
に
対
す
る
評
価

の
相
違
か
ら
省
庁
間
の
連
絡
の
途
絶
に
至
る

様
々
な
要
因
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
起
き
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

結
果
的
に
は
、
潜
在
的
に
価
値
を
持
っ
て

い
た
拡
散
情
報
が
、
避
難
過
程
で
周
知
利
用

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
日
本
政
府
、
お

よ
び
国
際
的
な
報
告
の
い
ず
れ
も
が
言
及
す

る
通
り
、
結
果
と
し
て
、
相
当
な
数
の
人
々

が
汚
染
の
少
な
い
地
域
か
ら
放
射
性
物
質
の

放
出
経
路
と
な
っ
た
地
域
に
避
難
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

事
故
の
管
理
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
く
つ

か
の
報
告
に
お
い
て
、
日
本
の
公
務
員
は
、

連
絡
通
信
の
問
題
の
深
刻
さ
を
率
直
に
認
識

し
て
い
る
。

 

「
と
り
わ
け
事
故
発
生
直
後
に
お
い
て
は
、

放
射
能
や
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
の
情
報
や

わ
か
り
や
す
い
説
明
、
リ
ス
ク
要
因
に
関
す

る
将
来
的
な
見
通
し
の
情
報
を
、
地
域
住
民

に
伝
達
す
る
た
め
の
十
分
な
行
動
が
取
ら
れ

た
と
は
言
え
な
い
」。
そ
れ
に
加
え
て
、「
今

で
こ
そ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
算
出
結
果
は
公
開

さ
れ
て
い
る
が
、
最
初
の
段
階
か
ら
公
開
さ

れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
」。（
Ｓ
．Ｍ
．ベ
ッ
カ
ー

（
２
０
１
２
）、
災
害
時
お
よ
び
非
常
時
に
お

け
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
：

「
テ
ロ
と
災
害
に
対
す
る
地
域
計
画
：
バ
イ
オ

テ
ロ
リ
ズ
ム
か
ら
地
震
ま
で
」
Ｌ
．コ
ー
ル
＆

Ｎ
．コ
ー
ネ
ル
編
、ワ
イ
リ
ー
出
版
社
、
よ
り
）

〈
省
庁
間
連
携
〉

　

11
の
州
に
お
け
る
災
害
宣
言
に
対
応
す
る

た
め
、Ｅ
Ｓ
Ｆ
＃
15
が
10
月
に
発
動
さ
れ
た
。

１
５
０
０
名
以
上
の
対
外
活
動
要
員
が
派
遣

さ
れ
、
対
応
と
復
旧
の
過
程
で
必
要
と
さ
れ

る
、
正
確
で
重
要
な
情
報
を
、
生
存
被
災
者

が
確
実
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　

連
邦
政
府
の
15
の
省
に
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
使
命

が
割
り
当
て
ら
れ
た
。
連
邦
レ
ベ
ル
の
情
報

発
信
を
連
携
し
て
行
う
べ
く
、
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の

本
部
、
地
域
事
務
所
、
そ
し
て
各
地
の
現
地

事
務
所
が
Ｅ
Ｓ
Ｆ
＃
15
の
運
用
を
援
助
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

配
布
文
書
は
22
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、
英

語
力
が
十
分
で
な
い
人
々
に
も
情
報
が
行
き

し
て
災
害
対
応
活
動
へ
の
想
い
に
つ
い
て

の
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
で
の
議
論
に

関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
情

報
は
、
各
省
内
、
お
よ
び
Ｅ
Ｓ
Ｆ
＃
15
に
携

わ
る
各
省
庁
の
幹
部
間
の
み
な
ら
ず
、
全
国

対
応
連
携
セ
ン
タ
ー
、
合
同
現
地
事
務
所
、

お
よ
び
他
の
重
要
な
協
働
者
と
の
間
で
も
共

有
さ
れ
た
。

　

サ
ン
デ
ィ
の
上
陸
後
、
ウ
ェ
ブ
お
よ
び
ソ

ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
チ
ー
ム
は
、
災
害
対
応
に

お
け
る
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
と
州
の
役
割
に
関
す
る
誤

っ
た
情
報
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
に
大
量

に
流
れ
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
Ｆ
Ｅ
Ｍ

Ａ
は
、
対
外
活
動
を
確
実
に
効
果
的
な
も
の

と
す
る
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
伝
達
チ
ー
ム
を
含

む
Ｅ
Ｓ
Ｆ
＃
15
の
他
の
機
能
と
連
携
し
て
、

流
言
統
制
の
初
期
対
応
を
始
め
た
。

　

fem
a.gov

お
よ
びm

.fem
a.gov

（
Ｆ
Ｅ
Ｍ

Ａ
の
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
）に
ペ
ー
ジ
が
作
ら
れ

た
。
流
言
が
特
定
さ
れ
る
と
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
チ
ー
ム
は
Ｅ
Ｓ
Ｆ
＃
15
の
ス
タ
ッ
フ

と
と
も
に
追
加
情
報
を
探
し
出
し
、
正
確
な

情
報
を
ま
と
め
た
。
こ
れ
ら
の
詳
細
は
そ
の

後「
流
言
統
制
」の
ペ
ー
ジ
に
追
加
さ
れ
、
誤

っ
た
情
報
と
情
報
源
に
つ
い
て
明
瞭
な
言
葉

で
説
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
流
言
に
対
し
人
々

が
正
確
な
情
報
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
。

　

流
言
統
制
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
ア
カ
ウ
ン
ト
間
だ
け

で
な
く
、
他
の
災
害
対
応
機
関
と
の
間
で
も

広
く
共
有
さ
れ
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

チ
ー
ム
は
「
全
国
イ
ン
シ
デ
ン
ト
連
絡
会
議

（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
）」
を
通
じ
て
こ
の
情
報
を
省

庁
間
で
共
有
す
る
と
と
も
に
、
州
お
よ
び
地

方
の
関
係
先
と
も
協
働
し
て
、
こ
れ
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
共
有
と
情
報
伝
達
先
の
拡
大
を

す
す
め
た
。

〈
省
庁
間
連
携
〉

　

４
月
15
日
午
後
、
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
の

ゴ
ー
ル
地
点
で
爆
弾
テ
ロ
が
発
生
し
た
。
そ

れ
を
受
け
、
国
土
安
全
保
障
省
の
広
報
部
門

は
午
後
３
時
20
分
に
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
を
開
き
、

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
や
Ｆ
Ｂ
Ｉ
、
そ
し
て
ボ
ス

ト
ン
の
連
絡
担
当
者
と
の
間
で
対
応
方
針
を

話
し
合
っ
た
。
会
議
は
翌
日
と
翌
々
日
の
朝

に
も
開
か
れ
た
。

　

翌
16
日
に
は
「
イ
ン
シ
デ
ン
ト
地
域
連
携

電
話
会
議
」（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
）
が
、
ボ
ス
ト
ン
地

方
連
邦
検
事
、
自
治
体
職
員
、
国
家
テ
ロ
対

策
セ
ン
タ
ー
、
司
法
省
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
、
国
土
安

全
保
障
省
本
部
お
よ
び
各
部
門
の
ス
タ
ッ
フ

の
間
で
行
わ
れ
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
か
ら

は
国
家
安
全
保
障
ス
タ
ッ
フ
と
公
衆
関
与
事

務
所
も
参
加
し
た
。

◆

　

次
回
は
、
米
国
の
地
域
緊
急
事
態
対
応
組

織
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・

レ
ス
ポ
ン
ス
・
チ
ー
ム
（
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
を
紹
介

す
る
。

わ
た
る
よ
う
に
し
た
。
災
害
復
旧
セ
ン
タ
ー

や
公
民
館
で
の
会
議
な
ど
の
場
に
、
様
々
な

州
か
ら
通
訳
が
派
遣
さ
れ
た
。
多
言
語
対
応

の
報
道
関
係
者
対
応
専
門
家
が
、
他
の
言
語

の
報
道
機
関
と
協
力
し
て
、
生
存
者
に
情
報

を
提
供
し
た
。

〈
デ
ジ
タ
ル
お
よ
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
〉

　

各
地
の
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
地
域
事
務
所
お
よ
び
国

土
安
全
保
障
省
本
部
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
Ｆ
Ｅ

Ｍ
Ａ
本
部
の
対
外
活
動
担
当
者
と
連
携
し

て
、
当
初
は
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
本
部
、
後
に
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
コ
ネ
チ
カ

ッ
ト
の
各
合
同
現
地
事
務
所
の
ウ
ェ
ブ
お
よ

び
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
広
報
活
動
を
展
開

し
た
。
嵐
が
最
大
勢
力
に
達
し
た
時
に
は
、

１
５
名
以
上
の
ス
タ
ッ
フ
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
の
運
営
を
援
助
し
た
。
こ
の
臨
時
追
加

援
助
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
さ
え
あ
れ

ば
ど
こ
か
ら
で
も
作
業
可
能
と
い
う
Ｆ
Ｅ
Ｍ

Ａ
の
Ｉ
Ｔ
ス
タ
ッ
フ
の
能
力
と
併
せ
て
、
こ

の
災
害
に
対
す
る
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
Ｉ
Ｔ
対
応
に

と
っ
て
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
は
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ

の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
、
お
よ
び
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

と
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
た
。

数
千
人
も
の
生
存
者
が
、
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
サ
ン

デ
ィ
専
用
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
た
。

　

加
え
て
、
チ
ー
ム
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

を
状
況
認
識
の
た
め
に
活
用
し
た
。
そ
の
中

に
は
、
停
電
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
寄
付
、
そ

ESF# ESF名 調整役 主要機関 支援機関 中核的能力 主な機能

8 公衆衛生と
医療 保健福祉省 保健福祉省

農務省、商務省、国防総省、エネル
ギー省、国土安全保障省、内務省、
司法省、労働省、国務省、運輸省、
退役軍人省、環境保護庁、一般調達
局、合衆国国際開発庁、合衆国郵便
公社、アメリカ赤十字社

②公的情報と警報
④重要な輸送
⑤環境対応・安全衛生
⑥遺体管理業務
⑧被災者援助業務
⑫官民の業務と資源
⑬公衆衛生と医療業務

●公衆衛生
●患者移動を含む医療需要急増
支援

●精神衛生的支援
●多数の犠牲者の管理

9 捜索救難
国土安全保障
省連邦緊急事
態管理庁

国土安全保障
省連邦緊急事
態管理庁
国土安全保障
省合衆国沿岸
警備隊
内務省国立公
園局
国防総省

農務省、商務省、国防総省、保健福
祉省、国土安全保障省、内務省、司
法省、労働省、運輸省、国家航空宇
宙局、合衆国国際開発庁

⑨被災者捜索救難業務

●（市街の）構造崩壊下での捜索
救難

●海洋／沿岸／水上の捜索救難
●陸地の捜索救難

10 石油および
危険物対応 環境保護庁

環境保護庁
国土安全保障
省合衆国沿岸
警備隊

農務省、商務省、国防総省、エネル
ギー省、保健福祉省、国土安全保障
省、内務省、司法省、労働省、国務省、
運輸省、一般調達局、原子力規制委
員会

⑤環境対応・安全衛生
④重要な輸送
⑦インフラシステム
②公的情報と警報

●自然環境の評価と石油・危険物
の汚染の程度

●環境汚染の除去と浄化

11 農業と
天然資源 農務省 農務省

内務省

商務省、国防総省、エネルギー省、
保健福祉省、国土安全保障省、司法
省、労働省、国務省、運輸省、環境
保護庁、一般調達局、国家公文書記
録管理局、合衆国郵便公社、史跡保
護諮問委員会、アメリカ赤十字社、
文化遺産緊急国家対策本部、州動物
農業緊急制度全国同盟、全国動物救
難保護連合、州農務部長全国連合、
州動物保健課長全国会

⑫官民の業務と資源
⑧被災者援助業務
④重要な輸送
⑤環境対応・安全衛生
⑬公衆衛生と医療業務
⑦インフラシステム

●栄養補助
●動物および農業の健康問題対応
●動物および農業の緊急管理に
対する技術的専門知識・調整・
支援

●畜肉・鶏肉・加工卵の安全と防
御

●自然文化資源と史跡の保護

12 エネルギー エネルギー省 エネルギー省

農務省、商務省、国防総省、国土安
全保障省、内務省、労働省、国務省、
運輸省、環境保護庁、原子力規制委
員会、テネシー川流域開発公社

⑦インフラシステム
⑫官民の業務と資源
⑭状況評価

●エネルギーインフラの評価・修
理・再構築

●エネルギー産業公益企業体間の
調整

●エネルギー予測

13 公安・治安

司法省アルコ
ール・タバコ・
火器および爆
発物取締局

司法省アルコ
ール・タバコ・
火器および爆
発物取締局

国防総省、国土安全保障省、国務省、
内務省、財務省、国家警備隊、その
他連邦警察職員のいる省

⑩現場の保安保護

●施設と資源の保安
●保安計画立案と技術資源援助
●公衆安全と保安の支援
●アクセス・交通量・群衆統制の
支援

14 ※国家災害復興枠組（ＮＤＲＦ）に統合されている

15 対外業務 国土安全保障
省

国土安全保障
省連邦緊急事
態管理庁

全て ②公的情報と警報

●公的業務と合同情報センター
●（地方／州／部族／準州の各）
政府間業務

●議会関係業務
●民間部門への支援展開
●地域との関係構築

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ（
２
０
１
２
年
）

ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
爆
弾
テ
ロ（
２
０
１
３
年
）
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